
第畠 1 号

赤字もたいしたととなく逝趨

路
一
敵
櫨
厳
に
活
躍

市
は
‘
道
路
修
器
用
の
モ
ー
タ
ー
グ
レ

i
T
i
一
台
を
‘
日
本
開
発
機
製
選

E

E
(
横
浜
)
か
ら
買
入
れ
‘
市
道
義
備

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
ζ
の
モ
ー
タ
ー

グ
レ
ー
ダ
ー
は
、
選
転
手
一
、
助
手
一
、

数
名
の
工
夫
が
つ
け
ば
‘
一
日
に
‘
失

対
人
宏
一
一
0
0
人
丹
ぐ
ケ
い
の
作
業
は
一

一
報
く
や
っ
て
の
け
‘
は
ば
古
米
の
道
福
一

一
なh
、
ニ
l
m問
、0
0
0米
の
路
雨
明
修
一

一
惑
が
で
き
る
と
い
う
す
ば
ら
し
い
穏
力

一
を
も
っ
て
い
ま
す
。
門
写
奥
@
大
野
抱

一
先
荷
造
の
路
面
を
路
地
す
る
‘
モ
ー
タ

一1
グ
レ
ー
ダ
ー
と
今
井
趨
転
事
〕
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大事平塚の 1 都路悶から

集部主主@叢エ存@虹ケ浜!こ

10月 15日から、大字平滋の一昔日を黒部丘〈くろ
ベおか〕獲平〔すみれだいら〉虹ケ浜(にじがは
ま〉に改称します。さらに、布告プーんにi丘い海
岸ぞいの地域を、竜城ケ丘と袖ケ浜に、箇鉄東海

道線ぎわの一部を桃浜町iおそれぞれ編入する
ととになりました。向持に、改称と編入がきまっ

た地域には、あたらしい地番が俊われます。該当
する区域は、 4ベージの地図に示Lたとおりで

すτ。との区域内に関係のある人は、次のことに注

意して下さい。

①区域内の土地で、 8 月 25甲後に分筆された土

地は、新地番で、枝番になります。②土地台帳と
同登記簿は、織権で、役所の乎によって、新町名

と新地番手書きかえられますa ③家屋台授と j可愛
記簿の家屋番号は、その所在地番と同じ番号に書
きかえられます。登録した時と、所在地がかわっ

ているお宅ではもとの様、訂正を申出て、正しい

所在地と、重芦屋番号にしておいて下さい。この取
扱いは市税務諜か、大磯登記所でtJいます。 G瀬
田子の区域内に、本籍や住所をもっ人の戸籍と住民

主翼も、市長の職権で、書きかえられます。

ζの場合、旧地番の技番がおちていたれ地番
iこまちがいがあったりすると、あたらしい地番に

なおすととができません。ほおっておくと、あと
になって、不便や、まちがいをお ζすもとになり

ます。どなたもぜひ、念のために、地主主" m役
所で、自分の地番をたしかめて下さい。

いたときは、1'0をもってぬ

係へ御格談下さい。③新!日の地番は、土地の所有
者や、住んでいる人に、別に、パンフレツトをつ
くって、お知らせします。国7名改正や、地番など

についてのお問いあわせは、 m建設課田7名改正係
へお綴いします。"

11 獲得民税第 3親分
とんどの時名改正で、大字平塚のうち、東海道 11 出猿徴収

線から海岸よりの地域のほとんどが、新町名と、 111附9B(1)<) 1, 
新地蓄になりました。今後は大字平塚の残ちの地 11 前崎~出時 iì
域の田7名改正をす丸めることになワます。!固

なお、新宿・馬入・

須賀の地域は、現

在来の手で行って

いる、阪甑整理事業

のおわるのをまっ

て、間百次、新田I名、

新地番を実施する

ととになるわけで

す。
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市政漫歩

数
日
後

に
は
在
六
名
の
察
部
山
師
走
事
件
が

起
っ
た
と
と
を
新
簡
で
知
り
也
今

さ
ら
の
よ
う
に
、
非
行
青
少
年
に

た
い
す
る
保
畿
や
補
帯
や
矯
正
が

い
か
に
図
嫌
で
あ
る
か
を
痛
感
さ

せ
ら
れ
た
と
と
で
す
。

膏
少
年
保
権
湾
成
の
問
題
が
‘
年
々
才
々
、
針
仔
出
向
少
年
は
ふ

大
吉
く
取
り
あ
げ
ら
れ
て
き
ま
し
え
‘
凶
悪
犯
誇
を
行
ラ
ハ
イ
ヱ
ア

た
。
ィ

l
ン
の
激
唱
は
、ζれ
に
稔
を

今
月
二
十
三
日
か
ら
一
一
一
日
間
に
か
け
る
実
状
で
、
ま
こ
と
に
寒
山

わ
た
り
‘
九
州
の
八
綴
情
に
お
い
に
犠
え
な
い

ζ
と
で
す
が
‘ζ
の

て
開
催
さ
れ
る
都
市
開
爵
会
議
で
現
象
を
、
い
た
ず
ら
に
大
人
の
社

も
、
今
年
度
の
主
題
関
と
し
て
‘
会
の
類
轄
に
帰
し
、
理
携
に
転
嫁

青
少
年
育
成
問
題
を
取
り
あ
げ
る
し
、
社
会
議
の
ひ

ζ
ば
え
に
他
な

ζ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
o

企
図
わ
ず
と
批
判
し
て
放
置
し
て
お
く

の
市
長
、
議
長
も
及
び
乙
の
テ

i
C

と
は
評
さ
れ
ま
せ
ん
。
大
人
の

?
に
鶴
係
の
あ
る
官
庁
、
た
と
え
社
会
が
惑
い
か
ら
、
予
供
の
社
会

ば
文
部
省
、
皆
務
省
等
か
ら
も
、
の
憩
い
の
は
あ
た
り
ま
え
一
だ
、
許

そ
れ
ぞ
れ
同
当
面
h
が
出
換
し
‘
専
ず
〈
人
の
社
会
壱
何
と
か
し
ろ
、

門
的
立
場
の
権
威
あ
る
学
識
経
験
担
ぞ
と
惑
う
の
は
然
資
佳
な
放
宗

者
も
参
加
し
て
、
実
朝
な
討
議
が
で
す
。
大
人
の
自
覚
と
反
省
が
た

な
さ
れ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
い
せ
つ
で
あ
る

ζ
と
は
闘
す
ま
で

た
ま
た
ま
と
の
一
一
一
日
に
は
‘
回
目
も
な
い
と
と
、
そ
の
社
会
惑
に
汚

の
青
少
年
問
題
協
議
会
の
品
世
間
夜
染
さ
れ
る
と
と
思
く
、
そ
の
す
と

釘
も
品
目
、
委
員
も
五
十
名
に
ふ
や
か
な
成
長
の
た
め
に
、
大
人
が

や
す
ζ

と
に
な
っ
た
た
め
の
会
議
保
晴
惜
し
、
湾
成
し
、
宰
穏
に
し
て

か
寝
一
げ
で
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
の
で
や
る
質
佳
は
、
当
然
わ
れ
わ
れ
戸

新
委
負
と
し
て
わ
た
く
し
も
出
席
人
の
と
ら
ね
ば
広
ら
ぬ
と

ζ
ろ
で

し
た
の
で
す
が
、
隠
時
に
そ
の
午
す
。

後
は
わ
が
市
の
腎
少
年
問
題
連
栴
兜
譲
懲
輩
ぞ
単
広
る
キ
ャ
ッ
チ

会
の
総
会
が
ひ
ら
か
れ
、
ま
と
と
e
フ
レ
!
ズ
に
す
るm忙
し
な
い
か

に
脊
少
埠
問
題
ヂ
!
の
感
を
深
く
同
月
曹
楕
社
涯
を
盆
か
す
か
空
交
佑

し
た
次
第
で
す
。
十
一
月
は
一
日
す
か
、
こ
れ
は
ひ
と
え
に
わ
れ
わ

か
ら
一
カ
月
に
わ
た
り
‘
強
説
月
れ
の
側
の
資
伝
問
題
で
す

O

先
母

閉
山
の
行
事
が
隠
照
会
れ
ま
す
し
‘
で
は
叫
柄
欄
間
兜
問
問
題
に
ふ
れ
ま
し
た

ま
と
と
に
緊
要
な
問
題
と
な
っ
て
が
、

ζ
ん
ど
は
精
神
的
に
ゆ
が
め

き
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
o

ら
ふ
引
い
た
不
串
な
青
少
卑
の
問
題
を

二
十
五
日
に
は
、
保
建
司
会
と
取
り
あ
げ
る
事
に
な
っ
た
の
で
、

し
て
、
小
田
原
の
少
年
間
同
守
見
学
所
感
の
一
端
を
記
し
た
炊
品
開
で
す

そ
の
午
後
、
一
一
一
戸
川
貞
雄

の
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めるコツ

信用金療では只今特別貯蓄滋強運動ぞいたしておちます。

第一報次第御伺いして貯蓄事の御相談を市上げますO

毎月集金i二島御伺いいしたしますので御手数のか h らない便利な足掛預金

を御利用下さい。

きるの事 i

詰碁木谷九段出題
黒先結果如何f

lE解者に記念品を差しあげます
答をはがきで信用金庫本店え
御送り下さい ' 

店
店
店

交
交

組
員
分

本
須
逃

務醗
噂



C 2 ) 第事 1 努

し
同
議
緯
諜
龍
源
開
間
関
誌
が
む
聞
、
一
部
勢
碍
震
に
認
可
数
軒
下
演
尽
に
例
壱
と
っ
て
、
く
ら
べ
て
み
ま
す
と
も
潔
い
腕
相
綴
共
科
目
一
募
金
寸
鎗
密
溶
一
幽
像
」

白
河M
1環
問
問
町
議
官
宍
適
正
佑
を
泣
か
震
で
、
さ
る
六
府
側
悌

4ト
何
時
一
日
時
均
四
日
川
関
誌
マ
四
町
内
曹
間
協
議
一

ζ
と
し
も
十
月
一
日
か
ら
イ
い
す
一
市
香
組
問
日
当
日
持
一
裏

幅
制
点
数
表
は
、
甲
表
と
る
設
の
ニ
閣
時
類
か

b
な
り
二
点
の
出
世
畑
山
官
、
一
律
に
、
問
片
道
ニ

J
ま
?
一
一
一O内
(
一
一
一
吾
リ
)
一
一
五
円
曹
検
棄
で

O同
一u
共
同
同
一
室
が
は
じ
ま
っ
て
し
ま

ω

一

一O
R
と
し
て
撃
す
る
も
の
で
、
単
価
計
算
々
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
(
ニ
高
三
一
一
一
一
月
甲
レ
ン
ト
ゲ
ン
@
六
六
需
宏
一
高
)
芸
高
一
た
す
付
あ
い
の
富
ひ
ろ
め
る
語
勢
一
内
)
は
‘
九
月
九
日
、
童
、
重
簿

一
一
回
一
一
一
議
諮
腎
離
藤
議
瀦
一
一
諮
問
一
一
一
一
一
話
諮
問
一
時
中
間
同
一

に
契
約
に
み
て
、
一
容
器
量
く
な
り
ま
し
た
が
、
点
数
が
宝
げ
ら
再
軍
事
皮
下
筋
肉
内
こ
一
一
一
一
河
(
七
七
月
)
六
九
門
書
静
需
要
ま
す
。
一

れ
て
い
ま
す
の
で
、
総
額
で
は
、
約
八
去
%
〈
喜
重
表
)
議
さ
れ
た
エ
一
一
四
月
(
コ
一
一
一
一
巴
二
高
等
々
と
な
り
ま
す

o

一
平
塚
市
の
目
標
娠
は
、
ニ
、

0
0
一
、
一

ζ
と
に
な
り
手
。
医
師
は
、

ζ

の
う
ち
ど
ち
ら
か
点
選
ん
で
、
診
療
き
う
わ
?
で
す
が
、
い
ず
一
一
一
一

0
0円
a
一
世
帯
当
約
一
0
0円
一

宣
言
、
二
塁
の
嚢
宮
内
容
は
次
の
と
お
む
で
す
。
れ
に
し
て
も
‘
菖
が
‘
底
的
の
窓
口
で
支
払
う
雪
‘
も
多
く
苦
ま
し
一
一

申
表
は
、
震
技
術
に
棄
を
お
き
ぷ
喜
で
の
寝
室
ギ
〉
は
ば
た

o

し
か
し
、
保
険
差
点
の
書
室
長
増
額
さ
れ
ま
す
の
で
・
あ
げ
一
犀
委
員
完
募
金
に
あ
た
っ
て
い

な
改
訂
を
加
え
た
合
理
化
方
式
で
‘
己
表
は
‘
い
ま
ま
ー
の
点
数
去
を
、
一
串
な
い
で
す
む
昆
込
み
で
す
。
一
ま
す
。
杭
の
鐙
を
す
う
赤
い
羽
根
を
、

詰
吾
雲
歪
窓
盗
蓬
歪
芸
富
芸
冨
芸
喜
茜
喜
童
富
霊
冨
吾
語
喜
量
塁
忌
建
鑓
祭
鑓
髪
量
冨
語
警
量
翠
醤
霊
霊
窪
淫
窪
否
冨
窓
芸
一
霊
言
翠

Z霊
室
震
霊
童
話
話
三
塁
塁
語
喜
一
ぜ
ひ
金
一

m
一
回
の
潟
に
つ
り
て
下
さ
い

O

F棋
の
焚
逝
現
金
運
動
壱
ま
え
に
、
十
月
一
時
幽
す
と
と
仁
な
っ
た
。
一

一
日
去
、
憲
法
視
が
改
正
義
ま
一
@
ぬ
か
る
み
一
や
、
水
た
ま
り
を
車
幸
一
す
梅
島
組
墨
同
ハ
む
軍
基
持

し
たc

①
滞
震
の
喜
警
は
、
一
る
と
き
は
、
泥
水
が
は
ね
な
い
き
に
、
一

J
3
3
官
設
持
2
E

諸

車
は
、
標
識
に
し
た
が
っ
て
謂
崎
行
ず
る
一
泥
よ
け
守
つ
け
る
か
‘
徐
行
し
な
付
れ
一
，
，

ζ
と
。
②
自
動
車
や
オ
l
A
3
5ば
な
ら
な
いζ
と
に
な
っ
た
。
一
裏
雲
雪
‘
第
六
回
落
語
、
十
一
芸
百
「
毒
の
旦
を

襲
号
、
一
昼
夜
震
が
な
く
若
長
一
撃
亨
語
の
安
全
が
強
化
さ
れ
」
中
山
に
銭
さ
れ
ま
す

ο
警
月
間
の
一
環
と
し
て
き
な
う
も
の
で
、

で
も
い
ま
ま
で
の
、
壁
闘
の
霊
芸
淳
一
慌
が
歩
い
て
い
き
さ
は
、
徐
行
ま
一
震
の
手
術
@
文
化
章
一
年
の
成
果
亭
総
合
す
る
、
多
彩
な
行
事

一
た
は
一
時
停
車
て
て
、
言
葉
に
一
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
す
。
雲
寺
示
。
!

と
お
すζ
と
に
な
っ
た
。
一

一
マm
R
m
H前
官
出
で
諮
山
間
(
湾
代
館
)
一
闘
で
演
劇
〈
農
業
会
館
)
マ

m
目
前

詳
し
い
改
定
内
容
は
‘
ち
か
く
繁
祭
一
一

;
響
の
寺
、
運
転
手
の
警
察
ひ
一
マ
間
後

8

境
分
e

裏
演
奏
(
量
一
時
@
邦
楽
演
審
(
車
場
)
マ
げ
日

正
ち
か
れ
ま
す
。
一
会
館

)
K
R
I
H
1
3目
前
九
時
二
ω
一
時e茶
会
(
八
一
盟
社
社
務
所
)

昨
此
と
ん
ど
の
規
則
同
改
正
で
、
自
動
車
や
オ
一
美
術
展
(
体
協
同
館
〉
マ
開
@
事
選
浸
一
問
後
自
待
問
出
分
@
映
画
鑑
賞
(
信
回

配
九
i

ト
パ
イ
に
、
安
会
運
転
の
強
い
削
制
限
一
(
体
育
館
〉

V
間
・
欝
滋
麗
(
悠
湾
鐙
)
一
庫
本
店
ホ
ー
ル
)
マ
お
日
後

1
時
@

は
叫
が
諜
せ
ら
れ
ま
U
た
が
‘
し
か
し
‘
自
一
マ

2

日
後l
跨
e

歌
会
(
公
会
堂
)
マ
一
暇
〈
間
属
議
会
館
)
円

v
m

u
u
働
車
が
、
事
故
を
お
ζ
さ
子
に
定
認
に
一
回
一
…
別
問
山
時
(
鼠
道
場
)
マ

3
B

後
1

時
一
@
音
楽
演
義
(
農
業

A

、
一
は
、
自
転
車
や
害
者
の
議
が
、
ま
で
合
唱
(
事
襲
蛍

)
V
8自
後2

一
試
作
工
軸

益
ず
大
切
で
す
。
夜
鴻
儒
惨
を
無
視
し
た
一
時

e

舞
踊
〈
農
業
会
館
)
マ
隠
後

i

跨
@
一

…
り
、
車
滋
率
い
た
り
\
露
店
乙
と
一
義
(
襲
撃
さ
マ
向
後

4
守
一
趨
械
が
繍
酷

は
、
絶
対
や
め
た
い
も
の
で
す
。
…
部
時
(
公
会
蛍
〉
マ

H
H
H
i
m国
後
自
一
産
業
の
輸
出
の
綬
興
、

も、つら

TEL. 2 品3平滋銀座
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出
払
時
酬
と
名
勝
密
さ
ぞ
る
(
絞
)

台、

今
丹
市
向
上
眠
予
定
一

官
無
法
松
の
一
生
(
開
宅
加
耕
作
〉
@
一
一
軍
塚
市
本
絹
柳
町
の
北
軍
に
「
と
り
一
寸
九
日
‘
池
上
に
向
う
傍
白
議
が
、

大
の
漫
吉
を
つ
い
で
も
開
閉
さ
れ
た

n

一
ょ
う
合
ん
」
と
よ
ぶ
縁
が
一
一
ツ
救
ん
で
一
本
か
ら
平
緩
ま
で
来
て
一
泊
し
‘
泊

予
三
時
て
る
健
気
な
未
亡
人
と
、
一
一
い
る
。
も
と
と
の
塚
の
ほ
と
り
を
、
帽
明
一
七
日
瀬
谷
に
赴
い
た
の
も

ζ
の
獲

そ
れ
を
助
け
る
祭
出
、
箆
山
一
漁
一
一
裕
一
署
北
一
九
折
れ
る
白
滋
が
語
っ
た

o

一
っ
た
ろ
う

c
k時
一
翠
(
三
日
)
一
一
一
月
‘

の
人
力
車
夫
の
生
涯
を
拶
尋
。
山
一
一

曲
一
延
瞬
間
廿
一
年
(
∞

E
N
)間
出
土
山
が
曜
一
長
培
媛
虎
が
山
出
回
原
を
反
撃
す
あ
と
を

古
明
治
叉
串Et日
開
路
大
戦
争
(
新
軒
目
一
-
羽
一

宝
)
@
日
露
戦
争
の
経
緯
を
護
士
発
し
て
腐
の
デ
を
つ
な
ぐ
足
柄
京
一
返
っ
た
の
も
、
議
士
一
年
(
山
富
)

と
し
て
、
明
治a大
正
@
昭
和
に
…
亙
没
し
た

o

そ
れ
か
ら
箱
根
路
が
は
じ
一
認
思
議
草
川
小
田
原
え
滋
申
告
往
一
議

一
伝
わ
る
話
一
り
出
が
、
絵
濯
物
の
よ
一
一
ま
っ
た
の
で
あ
る

o

結
髪
お
し
た
旅
一
っ
た
の
も

ζ
れ
で
あ
るo
天
五
十
八
年

い
つ
に
展
開
刊
さ
れ
る
。
一
一
人
た
ち
は
、
中
村

e

梅
沢
工
血
諮
@
柳
一

(
H
S
O
)
鐙
医
秀
吉
の
小
田
凶
朕
征
伐

官
戦
場
に
か
け
る
橋
戸
米
コ
ロ
ン
ピ
…
一
回
・
山
総

e

大
磯
と
、
左
手
に
丘
陵
を
一
の
折
‘
応
援
の
た
め
会
津
務
松
か
ら
馳

ア
)
e
太
平
洋
紘
一
木
鋭
、
タ
イ
一
鰭
一
一
み
な
が
ら
下
っ
て
来
た
の
で
あ
る
が
事
一
せ
つ
け
た
よ
桓
景
勝
が
平
塚
ま
で
来
て

震
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
‘
日
章
一
一
一
一
霞
寺
山
妻
端
と
し
て
一
歩
平
塚
の
小
白
星
捕
の
著
書
‘
む
店
し
く

と
米
軍
需
協
力
し
て
招
た
一
一
地
に
宮
入
雲
、
震
予
患
の
望
一
言
認
し
た
と
い
う
の
も
お
滋
の
ほ

橋
を
め
ぐ
る
物
語
り
を
摘
く
・
一
一

i
i
z
i
i
i
-
i
i
i
i
L

一
平
野
が
附
前
に
夜
開
閉
し
た
。
良
(
う
し
一
と
り
で
あ
っ
た
。
穏
八
州
を
宇
中
に
収

話
器

5
h

臨
t
f
a

層
、
名
品
智

F

高
齢

t
f

晶
F
A

轟
壁
一
と
ら
)
に
向
っ
て
陸
奥
(
み
ち
の
く
)
さ
一
め
た
徳
川
家
躍
は
中
原
へ
平
塚
市
中
隊
)

日
擦
問
出
小
、
沼
田
中
原
小
‘
以
百
四
之
日

i
n
H午
前
自
時1
正
午
ま
で
、
試
後
ヲ
露
出
ピ
ロ
隠
議
会
議
室
に
ひ

b

か
行
い
、
総
体
的
に
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
一
し
て
旅
を
続
け
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
一
え
翠
樟
時
間
御
殿
を
設
一
円
‘
齢
出
肘
江
戸
間
間

雲
露
。
関
棒
高
夜
七
鐙
一
一O分
験
問
月
お
日
午
前
静
か
ら
o

申
込
み
れ
ま
す0
2

持
か
ら
わ
か
り
や
す
い
所
、
レ
ま
し
た

o

と
く
に
博
多
行
あ
さ
か
え
寛
仁
四
年

2
8

〕
瑳
級
品
の
一
往
来
の
旅
館
と
し
た
が
‘
中
号
発
し

か
ら
、
重
大
会
出
席
者
の
報
告
、
西
先
、
試
験
会
場
い
ず
れ
も
高
防
毒
得
税
護
0
4
持
か
ら
雲
間
く
会
。
同
一
(
下
り
同
盟
丹
@
上
り
9

時
自
分
〉
一
作
者
が
父
弔
問
胞
と
と
も
に
、
あ
わ
立
て
高
義
重
量
く
と
き
、
自

問
助
役
の
霊
の
あ
と
映
闘
を
上
咲

o

受
験
霊
登

0
0
宗
必
要
。
問
時
に
巡
顕
著
書
聖
霊
さ
れ
雲
行
月

1
Z

呂
、
特
急
電
車
一
げ
に
咲
く
大
和
崩
事
晶
拍
た
の
は

ζ

の
一
除
か
島
原
え
来
る
と
き
な
ど
・
い
づ

第
一
間
体
育
指
導
委
員
自
衛
官
志
願
ま
だ
問
に
ま
すo

と
だ
ま
号
令
り
7

勝
目
別
分
品
待
問
山
一
道
で
あ
る

o

永
京
大
年
C
S
H
)安
一
れ
も
ζ
の
還
を
も
ち
い
た
の
で
あ
る
の

誘
演
腹
水
爆
禁
止
世
界
大
会
レ
ク
大
会
あ
う
体
濁
計
の
無
料
検
査
ぞ
よ
り
印
持
労
し
引
露
丹
)
が
一
部
重
点
佳
@
京
市
を

i
ず
べ
き
一
童
六
年
(
日
念
日
)
京
都
@
江

と
峡
一
路
の
つ
ど
い
u
の
報
告
会
各
地
で
子
務
員
包
括
(
自
〉
午
前
日
時
志
、
富
自
衛
害
額
票
率

Z
4

月
皆
川
月
げ
臣
、
見
附
台
公
室
で
、
語
い
ず
れ
も
一

0
0
4

以
よ
の
速
さ
で
一
章
受
付
た
童
子
混
と
の
き
一
君
事
得
票
、
震
に
よ
っ
て
攻

ル
事
‘
車
小
学
校
霊
に
ひ

bく
。
市
撃
で
一
応
締
切
っ
こ
を
、
応
募
持
警
の
言
語
墳
雲
行
わ
れ
ま
す

o

霊
平
塚
付
近
重
過
す
る
と
い
わ
れ
三
の
警
の
伝
説
が
あ
る

o

文
芸
年
一
さ
れ
る
ま
で
の
長
い
あ
い
だ
、

ζ
の

霊
協
会
平
護
霊
等
、
山
長
平
塚
原
水
協
(
会
長
戸
j

童
話
主
催
。
便
宜
の
た
め
、
都
宮
、
官
ま
で
受
陪
一
の
詰
雲
し
ら
べ
て
お
苦
ま
し
ょ
覇
の
横
断
は
よ
く
穏
を
つ
け
て
下
さ
一
(
ご
さ
六
月
十
目
、
現
州
平
喜
一
村
葉
興
語
道
と
し
て
襲
撃

日
(
火
〉
午
後
会
主
主
薬
会
館
議
農
水
爆
禁
止
葉
大
会
の
報
告
な
い
。
一
豪
華
街
の
支
の
員
警
が
ふ
う
「
口
つ
づ
け
て
い
た
こ
と
は
あ
ま
り
知

計
特
許
認
肝
諮
問
戸
山
何
時
間
十
詩
待
問
諮
問
民
任
者
一
削
れ
民
一
一
軒
射
実
務
に
す
ぐ
役
だ
っ
、
秋
の
霊
安
全
運
動
一
ち
雪
し
つ
つ
書
し
た
の
も
と
の
道
一
れ
て
い
な
い
事
突
で
あ
る

o

選
協
会
の
会
員
に
!
は
日
露
小
、
昔
話
言
、
加
申
込
み

ω
R
i
-
-

パ
講
習
叩
月

3
塚
税
務
署
の
主
催
で
、

ω
月
堂
複
式
簿
記
一
放
送
議
庭
訪
問
山
町
内
山
討
し
日
付
唯
一
で
あ
る

o

委
主
年
(
む
さ
先
月
一
襲
警

-
l
i

一
回
初
一
げ
は
‘

9

月
!
日
か
ら
、N
B
証
一

コ
叶

l
i
-
-
d
l
i
l
i
-
-
i
i
一
ー
と
と
し

i

月
i
8

月
ま
で
の
県
内
の
安
一

一
九
日
汁
で
叩
ヘ
曲

f
U一
込
の
電
波
に
、
宝
皇
室
護
君
事
荷
量
に
二
二
三
四
件
、
夜
一

ん
一

J
/

わ
俳

/
e
R
ぺ
\
ゴ
せ
、
納
税
者
の
記
帳
技
術
と
、
企
一
義

一
刀
ゴ
一

J
J

適
地
獄
は
あ
レ
か
わ
ら
ず
で
す
。
安
全

4
v
ν

一
句
F
U
件
げ
配
管
室
%
に
役
だ
て
て
い
ま
す
。
運
転
、
安
全
蓄
に
、
注
意
事
あ
っ

品
、
母
討
対
円
必
放
送
富
・
霊
月
火
水
率

N
H

め
て
互
い
。

拘
~
寸
一
色
ギ
界
ハ
弘
基
金
、
午
後
自
君
!
的
丹

ト
」
~
群
氏

H
~一
=
一
戸

/
τ

‘
2

歩
く
市
役
所
の
予
定

/
~
\
巳
拝
仁
川

J
L
F

室
内
容
・
日
月
ま
で
望
室

1

叫
伸
子
可
、
\
叫

1
J離
鶴4
一
戸
誠
議
月
工
業
簿
記
、
明
器
】

l
店
経
営
丹
析
。
甲
山
山
河
川
山
居
(
金
〉
後

3

跨
@
宮
沢
市
一

議

d
?

っ
け
γ
/
譲
@
軒
農
村
童
と
土
木
喜
日
(
月

ゐ
出
会
凶
予
断
わ

E
J

特
急
@
時
速
一
O
O
キ
夜
・
大
騒
小
暴
行
政
再
臼
去

ら
肖

v
m

二
ペ

M
Vハ
綴
で
平
塚
を
通
過

Z
T

公
民
館
長
員
の
手
当
‘

m山
月
!
日
か
ら
出
町
一
則
改
正
ぞ
由
民
宅
曹
筏
本
は
日
月
上
旬
の
予
定
。

…
詩
句
日
…
翼
総
総
指
得
議

v

つらL広報紙@ひ( 3 ) 

御会合。発表会

嬢示会、コンサート等
に階上の喫茶室、並びに貸，)ミ{
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(4) 

(
車
交
一
べtジ
参
照
数
字
は
新
地
番
V

昭和 33 &J主 10 月 10 日

広
報
結
締
奥
浦

山
山
菜
脇
村
約
出
抽

て〉

は
出
向
人
吊
」
治
療
す
る
所
で
店
く
、
病
気

に
な
b
な
い
た
め
の
栂
談
と
指
導
と
芝
田
沢
弘
通
、
昨
今
、
土
地
し
和
ら
は
み
出
た
り

L
て
、
交
通
防
そ
の
都
度
後
柏
来
を
忘
れ
な
い
よ
う

す
る
所
な
の
で
あ
守
也
。
一
出
世
川
一

L
W川町
一
一
改
良
や
区
駒
整
欝
に
な
っ
て
い
る
の
が
沢
山
あ
り
ま
に
し
て
下
さ
い
。

露
関
予
防
諜a衛
位
課
@
総
務
課
の
一
昨
引
イ
一
理
の
御
一
臨
で
‘
す

o

蟻
口
で
は
そ
の
不
一
帽
を
な
百
つ
次
に
図
る
問
題
は
、
道
路
の
侵
略

一
一
一
つ
の
部
門
に
大
き
く
分
か
れ
、
そ
の
一
時
一
/
や
頃

J

道
路
の
市
も
広
て
い
る
人
も
罰
と
向
つ
て
は
設
告
も
で
、
俗
に
言
う
道
せ
び
り
で
す

o

古

文
@
高
浜
高
校
新
海
部
一
一
一
年
中
窓
絢
子
内
保
鵠
予
防
諜
の
仕
事
は
・
返
品
開
父
、
く
な
り
、
曲
折
し
に
く
い
の
で
心
披
露
い
人
の
闘
い
役
場
の
絵
図
面
に
は
、
需
品

二
年
石
井
多
加
子
震
談
に
管
、
母
子
補
生
の
指
導
を
一
一
一
れ
も
除
か
れ
た
よ
の
護
警
峡
く
は
り
危
倹
に
さ
ら
高
記
さ
れ
て
い
る
の
が
二
ハ
尽
に

す
ー
月
は
‘
保
健
所
ニ
員
年
に
ピ
ン
ト
を
あ
わ
せ
‘
高
浜
高
等
学
校
新
再
一
行
う

o

毎
年
章
二
塁
さ
れ
る
a

去
に
下
水
帯
等
も
順
次
誕
備
さ
れ
て
‘
さ
れ
て
い
ま
す

o

長
等
に
該
当
す
も
足
謀
長
め
ら
れ
た
り
、
警

首
都
に
特
震
を
お
許
し
て
、
平
襲
警
を
語
、
総
務
、
予
防
己
一
ち
ゃ
ん
コ
ン
ク

i
ル
H
は
そ
の
内
の
一
一
時
市
民
主
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す

o

然
る
人
は
、
よ
く
害
し
て
至
急
電L
い
の
は
糾
問
え
て
跡
主
義
い
の

出
課
長
と
関
重
量
克
か
ら
‘
保
健
療
の
お
話
し
を
望
ま
し

=
o
T一つ
で
あ
る

o

栄
養
係
で
は
、
.
遣
講
一
一
一
し
一
都
心
訳
語
警
や
多
仁
な
し
て
喜
ぃ
。
が
あ
り
ま
す
。
土
地
改
良
産
霊

T
3

五
会
み
ど
を
試
み
て
、
婦
人
員
で
一
回
人
の
せ
佳
か
ら
霊
そ
の
他
に
支
障
震
に
出
来
や
す
い
患
の
宮
署
立
派
に
出
来
た
露
も
、
長
い

爽
涼
と
し
た
杭
の
気
配
州
ぺ
そ

ζ
ζ

一
に
ほ
っ
た
と
い
う
と
と
で
あ
る
。
一
好
評
だ
そ
う
で
あ
る
。
叉

n

和
喜
一
コ
一
一
ぜ
来
し
て
い
る
の
で
三

J
一
一
の
嘉
一
や
車
輪
の
跡
は
そ
の
ま
〉
に
し
て
潜
年
月
に
は
前
記
の
曜
に
な
り
そ
う
で

と
で
感
ぜ
ら
れ
る
十
月
一
一
一

E

さ
の
一
乳
児
の
死
亡
率
の
減
少
が
そ
の
効
果
ぞ
一
ン
ク

i
p
n
質
物
コ
ン
クl
レ
主
一
時
を
挙
げ
て
見
ま
し
弘
義
畿
幾
野

F

ず
。
溺
に
一
寸

午
笥
養
護
、
室
長
端
的
に
雪
わ
し
て
い
る
そ
う
で
あ
る
一
ど
と
縫
っ
た
行
事
官
、
目
町
一
?
設
に
島
で
き
る
轟
麟
麟
襲
き
ざ
み
の
侵
略

ぞ
訪
問
し
たo

草
塚
市
の
繁
華
街
の
乏
し
か
し
市
箆
の
す
べ
て
が
‘
媛
大
に
笠
提
認
識
へ
の
力
を
高
め
よ
う
と
努
力
さ
一
盟
一
寸
市
内
定
蝿
機
織
鰭
灘
繍
難
議
機
に
お
び
え
て
い

室
長
号
、
富
の
韓
言
明
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
(
管
平
一
れ
て
い
る
。
震
の
壁
間
接
的
に
一
一
っ
き
も
、
道
道
臨
愛
護
鋭
機
鱗
麟
饗
る
震
も
あ
自

あ
づ
か
る
灰
色
の
建
物
の
中
で
は
省
同
制
一
鵬
欝
瀦
欝
緩
鋭
機
綴
縁
機
綴
緩
綴
綴
緩
綴
線
機
縁
緩
幾
繍
灘
灘
し
か
も
腕
部
に
一
拍
賂
ょ
に
館
時
限
物
や

d

緩
綴
綴
鶴
協
議
官
置
す
ο
ζ
れ
を

人
の
機
長
の

!
?
3
i

鱒
麟
鶴
鶴
鱗
麟
鱗
鰯
鱗
鱗
麟
盤
機
欝
畿
鍛
機
織
ま
で
渡
っ
て
仲
山
一
出
陣
愛
聞
を
置
い
た
り
、
あ
る
い
は
公
く
と
益
々
大
き
く
な
る
の
で
‘
出
破
防
ぐ
に
は
道
路
資
晴
元
機
叩
閣
で
も
設
け

方
々
が
‘r
…
醐
鰯
購
蹴
購
繍
鱒
鱒
鱒
雛
緩
犠
灘
犠
欝
鶴
鶴
嬢
畿
麟
機
鰯
鰯
麟
畿
鯵
鰍
糠
事
ず
る
譲
境
構
一
世
一
盟
を
占
領
私
有
し
て
い
る
人
の
多
い
の
中
に
修
復
し
た
い
。
特
に
援
道
な
で
駿
露
に
監
視
し
た
ら

4
い
と
患
い

が
し
そ
う
に
デ
識
器
撤
一
織
欝
灘
欝
鶴
鎗
議
議
議
襲
警
翠
J
い
}
議
が
雪
。
一
世
の
に
警
ま
す
。
あ
る
日
の
翠
朝
、
革
、
野
良
明
り
の
一
刻
を
さ
い
て
ま
す
。

聖
い
て
お
内
騨
諦
醐
醐
り
難
響
額
襲
警
襲
撃
襲
撃
議
:
ふ
ゾ
食
品
衛
生
ム
ナ
学
年
の
道
路
震
肢
の
自
宅
、
ニ
、
一
一
級
事
力
華
町
で
応
急
童
福
の
道
路
で
も
誌
接
し
た
り
新

ら
れ
るο

何
月
額
議
崎
議
襲
撃
震
欝
欝
譲
議
総
務
乳
肉
霊
長
一
知
平
気
で
覇
者
捨
て
ま
大
人
を
が
出
来
季

o
誰
か
兎
て
い
広
く
て
設
す
る
に
は
、
宣
言
石
人
は

今
年
露
関
撃
鐘
説
襲
警
鐘
襲
撃
畿
麟
議
鱗
千
二
き
と
高
一
艶
見
た
と
き
は
‘
思
わ
ず
題
を
ひ
そ
め
も
‘
善
後
の
気
分
量
い
も
の
で
雲
大
使
な
も
の
で
也
事
者
や
不

随
所
創
立
の
む
輔
時
騒
時
鰯
騒
騒
欝
綴
鐘
議
饗
議
繍
緩
議
議
欝
検
査
営
業
壁
一
也
ま
し
た

ο

高
雪
道
路
の
清
掃
や
す
。
署
長
し
め
ら
れ
ま
す

ο
そ
の
羽

詰
年
に
あ
川
日
曜
島
融
制
襲
撃
襲
警
警
襲
警
ど
ほ
ど
、
社
会
生
一
世
整
備
在
各
家
庭
の
良
識
で
常
に
笑
害
警
は
恩
恵
雑
草
野
菜
警
怒
唱
え
ば
道
路
に
愛
護
の
字
書

た
り
、
毒
韓
融
関
騒
動
機
騒
鶴
麟
欝
機
騒
畿
謬
議
議
欝
議
議
議
問
害
警
告
一
言
し
さ
つ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
腐
や
村
繕
ツ
ん
な
ど
を

4

穣
し
て
怒
べ
る
の
は
当
然
の
義
務
で
す
。

語
覇
説
書
観

w
a
曹
襲
警
懇
溺
畿
趨
態
擁
護
毅
議
録
援
護
務
懇
義
務
議
議
繁
義
務
劣

-
d

な
行
葉
、
読
薄
暗
輔
刑
判
騒
騒
騒
欝
欝
襲
警
議
議
襲
撃
欠
く
と
と
の
で
一
世
襲
の
宅
地
で
は
三
李
量
捨
て
さ
の
を
昆
ま
す
が
不
潔
で
八
縮
四
八
一
教
界

十
月
い
っ
ぱ
J一
一
鶴
野
間
輔
衛
購
麟
麟
麟
騒
騒
騒
鐙
繋
懇
緩
幾
線
機
霧
差
い
仕
事
が
一
世
の
校
斡
や
そ
の
他
様
々
な
物
語
寝
室
の
障
害
に
も
な
る
の
で
各
自
で
噛
詰
八
一
一
郎

い
行
わ
れ
るI
C

鶴
間
一
う
樹
、
灘
飽
鶴
額
郵
灘
磁
路
際
緩
綴
緩
畿
幾
畿
鱗
欝
緩
議
機
行
わ
れ
て
い

τ

と
い
うC
と
つ
轍
艶
離
祭
麟
雛
鱒
麟
麟
輯
轍
鶴
議
騒
騒
騒
機
懇
機
織
機
る

o
ζ
の
車

で
あ
る
。
十
一
ひ
醐
碑
欄
輔
威
輯
騒
離
麟
輯
輯
鱒
購
麟
欝
鶴
懇
警
護
塚
保
館
所
が
他

譲
緩
衝
詑
の
ぷ
襲
一
盟
関
麟
襲
撃
機
議
所
と
遂
)
つ
大
君

認
識
を
君
臨
麗
聾
聾
轟
轟
議
轟
轟
襲
撃
欝
露
出
抱
設
が
一
つ

る
た
的
に
、
錦
灘
韻
鱒
醐
腸
鰭
灘
鱒
髄
醗
購
購
騒
観
欝
麟
鱒
欝
議
鱗
あ
る

o

県
内
で
パ
レ
ー
ド
が
、
文
一
方
で
は
、

ω均
二
十
名
前
後
の
人
々
が
相
談
を
受
け
一
そ
れ
は
精
神
衛
生
の
相
談
で
あ
る
。

会
麗
一
変
示
、
食
品
案
者
、
消
輯
者
、
一
に
く
る
)
多
く
の
人
々
が
健
康
な
生
活
て
れ
ば
陣
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
も
の

保
健
所
の
三
者
主
体
と
な
っ
て
‘
前
一
室
る
た
め
に
は
、
星
雲
、
嘉
子
、
顕
著
つ
什
事
事
一
く
な
る
碧

民
へ
の
衛
隼
の
盤
醤
ー
サ
ー
ビ
ス
が
行
一
る
に
訪
れ
て
稲
談
会
れ
る
の
が
大
切
で
一
の
複
雑
広
社
会
生
務
の
中
で
神
経
の
疲

わ
れ
る
。
一
あ
ろ
う

o

そ
れ
で
皆
が
気
れ
る
に
相
耕
一
れ
が
ま
す
ま
す
増
え
そ
れ
が
容
体
の
生

そ
の
成
果
を
形
に
4
っ
て
表
わ
すζと
一
を
う
げ
る
保
健
福
聞
の
片
組
と
仕
事
は
ど
一
穏
に
お
い
て
も
安
一
障
を
き
た
す
の
で

h

が
困
難
な
保
障
所
活
動
に
お
い
て
鉛
年
一
の
畿
な
も
の
で
あ
あ
か
を
お
た
づ
ね
し
一
精
神
に
つ
い
て
知
織
を
広
め
な
け
れ
ば

の
渉
み
の
中
に
、
そ
れ
で
も
は
っ
き
り
一
て
み
た
保
健
所
は
病
院
が
、
病
人
の
病
一
明
ら
ぬ
と
い
う
意
図
で
発
足
し
た
も
の

と
一
訴
す
ζ

と
が
で
き
る
進
渉
は
、
仲
間
民
一
気
弱
治
療
を
す
る
た
め
に
あ
る
の
と
一
で
あ
る
と
い
わ
れ
た

o

門
盟d爽
U
保
健

の
補
助
一
的
観
念
が
‘
能
動
的

i

積
極
的
一
は
も
ま
っ
た
く
興
っ
て
い
る

o

保
健
所
一
所
の
お
持
議
コ
シ
ク

i
ん
〕

j
i
l
-
-

一
金
返
箆
世
帯
作
成
に
つ
い
て

洋
書
偽
一
車
婆
立
も
由

売
買
、
賃
費
倍
、
滑
費
貸
借
一
当
事
者
双
方
の
印
鑑
と
印
銭

遺
言
等
に
関
ナ
る
公
正
証
書
一
証
明
、
代
理
人
唱
と
き
は
委

自
作
成
、
確
定
員
付
、
定
款
一
任
状
と
本
人
、
代
理
人
時
出
陣

自
認
震
等
一
鐙
と
印
鑑
証
明
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